
第 10 期 決 算 公 告
平成 21年９月８日
北海道苫小牧市錦町２丁目６番22号

北海道コンテナトランスポート株式会社
代表取締役 中村 英二

貸借対照表の要旨
(平成21年３月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額

の
部
資
産

流 動 資 産 30,938
固 定 資 産 194

合 計 31,132

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 負 債 11,621
固 定 負 債 `

株 主 資 本 19,511
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 9,511
利 益 準 備 金 2,500
その他利益剰余金 7,011
(うち当期純利益) (1,778)
合 計 31,132

第１期決算公告 平成21年９月８日
北海道苫小牧市錦町２丁目６番22号

菱中運輸株式会社
代表取締役 中村 英二

貸借対照表の要旨
(平成21年３月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額

の
部
資
産

流 動 資 産 8,154
固 定 資 産 `

合 計 8,154

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 負 債 35

固 定 負 債 `

株 主 資 本 8,119
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 �1,881
利 益 準 備 金 `

その他利益剰余金 �1,881
(うち当期純損失) (1,881)
合 計 8,154

第 30 期 決 算 公 告
平成 21年８月 21日
東京都調布市国領町１丁目４番地10

電磁機械工業株式会社
代表取締役 小尾 邦光

貸借対照表の要旨(平成21年６月30日現在)
科 目 金 額(千円)

の
部
資
産

流 動 資 産 63,580
固 定 資 産 8,860
合 計 72,440

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 負 債 111,576
固 定 負 債 157,451
株 主 資 本 �196,587
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 �206,587
利 益 準 備 金 1,250
その他利益剰余金 �207,837
(うち当期純損失) (10,213)
合 計 72,440

平成™˜年 月Ÿ日 火曜日 第œ˜œ˜号官 報
定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
平
成
二
十
一
年
九
月
三
十
日
付
で
株
券
を
発

行
す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
九
月
八
日

新
潟
市
東
区
南
紫
竹
二
丁
目
三
番
三
三
号

清
水
食
品
株
式
会
社

代
表
取
締
役

ˆ
野

力
三

株
式
募
集
事
項
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
株
式
募
集
事
項
に
つ
き
、
平
成
二
十
一
年
九

月
四
日
開
催
の
取
締
役
会
に
お
い
て
左
記
の
と
お
り
決
議

い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

記

一
、
募
集
株
式
の
種
類
及
び
数

普
通
株
式
九
九
九
〇
〇

株
二
、
払
込
金
額
又
は
そ
の
算
定
方
法

一
株
に
つ
き
金
一

〇
〇
〇
円

三
、
現
物
出
資
に
関
す
る
事
項

該
当
な
し

四
、
払
込
期
日
又
は
期
間
等

平
成
二
十
一
年
九
月
三
十

日
五
、
増
加
資
本
金
及
び
資
本
準
備
金

出
資
さ
れ
た
財
産

の
額
の
二
分
の
一
（
一
円
未
満
切
上
げ
）
を
増
加
資
本

金
の
額
と
し
、そ
の
余
り
を
資
本
準
備
金
の
額
と
す
る
。

以

上

平
成
二
十
一
年
九
月
八
日

東
京
都
渋
谷
区
本
町
一
丁
目
四
番
一
六
号

ザ
・
レ
ジ
ェ
ン
ド
・
ホ
テ
ル
ズ
＆
ト
ラ
ス
ト
株

式
会
社

代
表
取
締
役

嶋
田

秀
子

株
式
譲
渡
制
限
設
定
に
つ
き
株
券
提
出
公
告

当
社
は
、
定
款
を
変
更
し
て
譲
渡
に
よ
る
株
式
の
取
得

に
つ
き
取
締
役
会
の
承
認
を
要
す
る
旨
の
定
め
を
設
け
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
の
株
券
を
所
有
す
る

方
は
、
効
力
発
生
日
で
あ
る
平
成
二
十
一
年
十
月
九
日
ま

で
に
当
社
に
ご
提
出
下
さ
い
。

平
成
二
十
一
年
九
月
八
日

横
浜
市
神
奈
川
区
広
台
太
田
町
五
番
地
の
三

三
鳩
株
式
会
社

代
表
取
締
役

„
田

正
太

株
式
譲
渡
制
限
設
定
に
つ
き
株
券
提
出
公
告

当
社
は
、
定
款
を
変
更
し
て
譲
渡
に
よ
る
株
式
の
取
得

に
つ
き
取
締
役
会
の
承
認
を
要
す
る
旨
の
定
め
を
設
け
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
の
株
券
を
所
有
す
る

方
は
、
効
力
発
生
日
で
あ
る
平
成
二
十
一
年
十
月
九
日
ま

で
に
当
社
に
ご
提
出
下
さ
い
。

平
成
二
十
一
年
九
月
八
日

岡
山
県
倉
敷
市
白
楽
町
四
六
七
番
地

旭
輸
出
敷
物
株
式
会
社

代
表
取
締
役

香
西

和
子

外
国
会
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
の
退
任
公
告

当
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
で
あ
る
金
仁
録

が
退
任
す
る
こ
と
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

平
成
二
十
一
年
九
月
八
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
一
e

五
e

一
六
晩
翠
ビ
ル
二

階

ス
コ
ー
プ
情
報
通
信
株
式
会
社

日
本
に
お
け
る
代
表
者

金

仁

録

限
定
承
認
公
告

本
籍
仙
台
市
青
葉
区
折
立
三
丁
目
一
一
番
、
最
後
の

住
所
仙
台
市
若
林
区
河
原
町
二
丁
目
二
番
一
九
号

フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
ヒ
ル
ズ
Ó
e

一
〇
四

被
相
続
人

亡

竹
内

健
一

右
被
相
続
人
は
平
成
二
十
一
年
五
月
八
日
死
亡
し
、
そ

の
相
続
人
は
平
成
二
十
一
年
八
月
二
十
六
日
仙
台
家
庭
裁

判
所
に
て
限
定
承
認
を
し
た
か
ら
、
一
切
の
相
続
債
権
者

及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し

出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
九
月
八
日

仙
台
市
青
葉
区
折
立
三
丁
目
一
一
番
九
号

相
続
財
産
管
理
人

竹
内

紀
子

限
定
承
認
公
告

本
籍
東
京
都
新
宿
区
大
京
町
二
番
地
二
、
最
後
の
住

所
東
京
都
江
東
区
辰
巳
一
丁
目
一
〇
番
八
九
e

二
〇

二
号

被
相
続
人

亡

瀧
澤
圭
之
助

右
被
相
続
人
は
平
成
二
十
一
年
三
月
八
日
死
亡
し
、
そ

の
相
続
人
は
平
成
二
十
一
年
八
月
二
十
四
日
東
京
家
庭
裁

判
所
に
て
限
定
承
認
を
し
た
か
ら
、
一
切
の
相
続
債
権
者

及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し

出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
九
月
八
日

東
京
都
江
戸
川
区
南
篠
崎
町
二
丁
目
五
六
番
一
二

号

相
続
財
産
管
理
人

瀧
澤

雅
彦

限
定
承
認
公
告

本
籍
山
口
県
長
門
市
三
隅
下
二
六
九
九
番
二
地
、
最

後
の
住
所
山
口
県
宇
部
市
大
字
際
波
五
五
八
番
地
六

被
相
続
人

亡

中
原

C
次

右
被
相
続
人
は
平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
三
日
死
亡

し
、
そ
の
相
続
人
は
平
成
二
十
一
年
八
月
二
十
八
日
山
口

家
庭
裁
判
所
宇
部
支
部
に
て
限
定
承
認
を
し
た
か
ら
、
一

切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日

か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。
右

期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し
ま

す
。平

成
二
十
一
年
九
月
八
日

山
口
県
宇
部
市
琴
芝
町
一
丁
目
二
番
四
六
号
エ
ス

テ
ー
ト
・
ミ
ト
Ａ
一
〇
三
号

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

嶋
村

慎
二

債
権
申
出
の
催
告
（
第
二
回
）

当
社
規
約
型
企
業
年
金
制
度
は
平
成
二
十
一
年
七
月
三

十
一
日
、厚
生
労
働
大
臣
の
承
認
に
よ
り
終
了
し
た
の
で
、

当
社
規
約
型
企
業
年
金
制
度
に
債
権
を
有
す
る
者
は
、
本

公
告
第
一
回
掲
載
（
平
成
二
十
一
年
九
月
一
日
）
の
翌
日

か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お

申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
九
月
八
日

東
京
都
青
梅
市
今
井
三
丁
目
九
番
一
八
号

エ
ス
・
イ
ー
・
エ
ス
株
式
会
社

確
定
給
付
企
業
年
金
制
度
清
算
人

上
杉
信
三
郎

第
二
種
金
融
商
品
取
引
業
の
廃
止
の
公
告

当
社
は
、
平
成
二
十
一
年
十
月
九
日
を
も
っ
て
第
二
種

金
融
商
品
取
引
業
を
廃
止
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

金
融
商
品
取
引
法
第
五
十
条
の
二
第
八
項
に
規
定
す
る

顧
客
取
引
の
結
了
の
方
法
並
び
に
第
二
種
金
融
商
品
取
引

業
に
関
し
顧
客
か
ら
預
託
を
受
け
た
財
産
及
び
そ
の
計
算

に
お
い
て
当
社
が
占
有
す
る
財
産
の
返
還
の
方
法
に
つ
き

ま
し
て
は
、
結
了
が
必
要
な
顧
客
取
引
及
び
返
還
を
必
要

と
す
る
顧
客
財
産
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

以
上
、
金
融
商
品
取
引
法
第
五
十
条
の
二
第
六
項
の
規

定
に
よ
り
公
告
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
九
月
八
日

愛
知
県
名
古
屋
市
中
区
栄
二
丁
目
五
番
一
号

株
式
会
社
中
央
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役

植
野

晃
年

一
般
社
団
法
人
へ
の
移
行
に
よ
る
債
権
者
保
護
公
告

当
法
人
は
、
平
成
二
十
一
年
九
月
五
日
の
総
社
員
の
同

意
に
よ
り
、
名
称
を
一
般
社
団
法
人
福
渡
内
湯
組
合
に
変

更
し
て
通
常
の
一
般
社
団
法
人
へ
移
行
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。

こ
の
名
称
変
更
に
つ
き
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
本
公
告

掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

平
成
二
十
一
年
九
月
八
日

栃
木
県
那
須
塩
原
市
塩
原
一
六
八
番
地
松
楓
楼
松

屋
内

無
限
責
任
中
間
法
人
福
渡
内
湯
組
合

代
表
社
員

田
代

茂
樹

š˜
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